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①今後はすべての入札を電子入札としますが、紙による入札も認めます（入札書の

提出方法等は従来の紙入札と異なります。） 
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②電子入札システムの利用は入札案件のみとし、見積合わせ等は従来どおり紙によ

り行います。 

 

③電子入札の拡充により指名競争入札の指名基準が変わることはありません（一般

競争入札における入札条件も同様）。 

 

④物品の電子入札システムを利用するには、「電子入札システム利用申込書」を契約

課に提出した上で、発行されたＩＤ・パスワードを使って電子入札システム（物品）

の利用者登録を行う必要があります。 

 

⑤発行するＩＤ・パスワードは、建設工事、測量・建設コンサルタント業務、一般

業務で使用しているものとは異なります（福井県や他の自治体のものとも異なりま

す）。 

 

⑥県や当市の他の電子入札システム（建設工事等）で使用しているＩＣカードは、

登録している代表者が同じであれば使用可能です（代表者名義のものに限ります）。 

 

⑦電子入札システムの基本的な操作方法は、福井県と同じです。 


